
                     
 

第 120 号（平成 30 年８月８日）      
  

     信州の山岳遭難現場と全国の登山者をつなぐ  

                     の「山岳通信」 
この通信は次の方々に長野県の山岳地域で発生した遭難事例を原則的に 1 週間ごとに

お伝えし、「安全登山」のための情報提供をしています。  

◇お客様と接する登山用品店舗スタッフの方 

◇インターネットの登山情報サイトを利用される登山者         

◇長野県内の各地区山岳遭難防止対策協会 

 

平成 30 年中の山岳遭難発生状況（平成 30 年１月１日～７月 29 日） 

BC(バックカントリー)は、登山行為を伴う「スキー（スノーボード）登山」と登山行為を伴わない「ゲ

レンデ外滑走」の総称。 

区分 発生件数 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 内）外国人 

平成 30 年 137 12 2 72 72 158 9 

平成 29 年 155 32 2 83 53 175 23 

前年同期比 -18 -20 ±0 -11 +19 -17 -14 

内）BC -15 -2 +1 -4 -20 -25 -12 

 

山域別発生状況 

区分 件数 件数比率 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

北アルフ゜ス 

槍穂高 26 19.0% 3   14 13 30 

後立山 35 25.5% 4 2 20 13 39 

その他 17 12.4%     8 10 18 

計 78 56.9% 7 2 42 36 87 

中央アルプス 9 6.6% 1   1 7 9 

南アルプス 3 2.2%     1 2 3 

八ヶ岳連峰 15 10.9% 3   14 6 23 

その他の山岳 32 23.4% 1   14 21 36 

計 137  12 2 72 72 158 

 
 
 
 
 

島崎 三歩 
特別隊員  



   態様別発生状況 

区分 件数 件数比率 死者 行方不明 負傷者 無事救出 遭難者計 

転・滑落 39 28.5% 9   37   46 

転倒 28 20.4%     28   28 

病気 9 6.6%       9 9 

道迷い 28 20.4%       34 34 

落石 1 0.7%     1   1 

雪崩 1 0.7% 1       1 

落雷   0.0%         0 

疲労凍死傷 15 10.9%       22 22 

不明・他 16 11.7% 2 2 6 7 17 

計 137  12 2 72 72 158 

 

男女別・年齢別比率 

区分 

男性 
(人) 

比率 

女性 
(人) 

比率 

男女計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 

死

者 

不

明 

負

傷 

無

事 
計 

人

数 
比率 

19 歳以下     1 5 6 

23 人 

21.1％ 

      4 4 

20 人 

40.8％ 

10 

43 人 

27.2％ 
20 代     2 3 5     2 7 9 14 

30 代 2   7 3 12 1   5 1 7 19 

40 代 5 0 6 6 17 40 人 

36.7% 

    8   8 15 人 

30.6％ 

25 55 人 

34.8％ 50 代 1 1 12 9 23     4 3 7 30 

60 代 3   8 15 26 46 人 

42.2％ 

    4 4 8 14 人 

28.6％ 

34 60 人 

38.0％ 70 以上   1 10 9 20     3 3 6 26 

計 11 2 46 50 109   1 0 26 22 49   158   

比率 69.0% 31.0%   

 

 

 

 

 



日付 場所 年

齢 

性

別 

態様 死傷別 概要 

7 月 23 日 北アルプス 

槍ヶ岳 

60 男 転倒 負傷 槍沢を下山中、浮石に乗り転倒、負

傷 

7 月 23 日 北アルプス 

白馬乗鞍岳 

27 女 転倒 負傷 下山中、石で足を滑らせ転倒、負傷 

7 月 24 日 北アルプス 

唐松岳 

13 男 発病 無事救出 唐松岳へ向けて登山中、体調不良

により行動不能 

7 月 25 日 北アルプス 

唐松岳 

68 男 転倒 負傷 八方尾根を下山中、転倒、負傷 

7 月 26 日 北アルプス 

白馬岳 

77 男 転倒 負傷 白馬大雪渓を下山中、転倒、負傷 

 

 

 

 

 

上記遭難現場の状況 

7 月 26 日 北アルプス 

白馬岳 

68 男 発病 無事救出 白馬岳へ向けて登山中、体調不良

により行動不能 

23日、北アルプス槍ヶ岳槍沢で、男性Aさん 60歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリ

で救助しました。 

23 日、北アルプス白馬乗鞍岳白馬大池付近で、女性 A さん 27 歳が転倒して負傷する山岳遭難が

発生し、県警ヘリで救助しました。 

24 日、北アルプス唐松岳で、男性 A さん 13 歳が体調不良により行動不能となる山岳遭難が発生

し、県警ヘリで救助しました。 

25 日、北アルプス唐松岳で、男性 A さん 68 歳が転倒して負傷する山岳遭難が発生し、県警ヘリで

救助しました。 

26 日、北アルプス白馬岳白馬大雪渓岩室付近

で、男性 A さん 77 歳が転倒して右足下腿部骨

折の重傷を負う山岳遭難が発生し、県警ヘリで

救助しました。 

26 日、北アルプス白馬大雪渓葱平付近で、男性 A さん 68 歳が体調不良で行動不能となる山岳遭

難が発生し、県警ヘリで救助しました。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/police/sangaku/documents/kakudai0726kitaalp.jpg


7 月 27 日 北アルプス 

奥穂高岳 

79 男 疲労 無事救出 奥穂高岳から下山中、疲労により

行動不能 

7 月 27 日 北アルプス 

蝶ヶ岳 

50 女 発病 無事救出 山小屋に滞在中、体調不良により

自力下山ができなくなったもの 

7 月 28 日 北アルプス 

燕岳 

35 女 転倒 負傷 合戦尾根を下山中、足を滑らせ転

倒、負傷 

7 月 28 日 北アルプス 

白馬岳 

63 女 疲労 無事救出 大雪渓を下山中、疲労により行動

不能 

7 月 28 日 北アルプス 

槍ヶ岳 

69 男 不明 死亡 北鎌尾根を登山中、何らかの原因

により負傷し、行動不能となったも

の 

7 月 29 日 北アルプス 

白馬岳 

71 男 落石 負傷 大雪渓を登山中、落石により負傷 

 

 

 

 

 

 

 

山岳安全対策課からのワンポイントアドバイス 

7 月 4週は北アルプスで 12 件の遭難が発生しました。そのうち下山中の転倒が 5件、登山中の発病や

疲労が 5件発生しています。一般的に北アルプス等の登山は、標高の低い里山の日帰り登山と比べると

標高差や距離などが 2倍から 3倍の行程なります。このようなコースを余裕を持って安全に踏破するため

には、相応の体力と事前準備が必要です。登山はマラソンなどの持久系スポーツと同じくらい負荷の高い

運動です。観光や旅行の延長で山に向かうことのないよう、事前の計画と準備をしっかりと行いましょう。 

27 日、北アルプス涸沢上部で男性 A さん 79 歳が疲労により歩行困難となる山岳遭難が発生し、県

警山岳遭難救助隊員が救助しました。 

25 日、北アルプス蝶ヶ岳に宿泊中の女性 A さん 50 歳が体調を崩して、27 日になっても回復せず、

自力下山が困難となったことから、27 日、救急要請を受け県警ヘリで救助しました。 

28 日、北アルプス燕岳富士見ベンチ付近で、女性 A さん 35 歳が転倒して右下腿部骨折等の重傷

を負う山岳遭難が発生し、署員及び遭対協隊員が救助しました。 

28日、北アルプス白馬岳白馬大雪渓ケルン付近で、女性Aさん 63歳が疲労で歩行困難となる山岳

遭難が発生し、遭対協隊員及び県警山岳救助隊員が救助しました。 

28 日、北アルプス槍ヶ岳北鎌尾根北鎌平付近で、男性が倒れているとの通報がありました。30 日、

県警救助隊員が発見しましたが、心肺停止状態であり、県警ヘリで収容しました。31 日、死亡が確

認され、男性 A さん 69歳と判明しました。 

28 日、北アルプス白馬岳白馬大雪渓葱平付近で、男性 A さん 71 歳が落石により負傷する山岳遭

難が発生し、県警ヘリで救助しました。 



内容は長野県警察本部の発表時点のものです。 

 

 ＝発行：長野県山岳遭難防止対策協会＝ 

 

＊本通信に関する質問・意見は「長野県観光部山岳高原観光課」mt-tourism@pref.nagano.lg.jp まで 

お寄せください。 


